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依然、新型コロナウイルス感染症の収束が見えない中、学園の子ども達は、起床時と下

校時の検温、手洗い・うがい、外出時のマスク着用などなど、新しい生活様式にも馴染ん

できました。また、今までは、毎日元気に通学出来るのが当たり前と思っていましたが、

現在は、教室内の換気や下校後の消毒作業など徹底してくださり、先生方や教育関係者の

皆様のご尽力の賜物と感謝しております。   
さて、今年度も後期に入り、子ども達から「私の支援プロは〇〇なんだよ。」と聞くこ

とが多くなりました。学園では年２回の個別支援計画作成を実施しており、スモールステ

ップで支援を行っています。３寮の年間テーマは、【自己有用感】や【個別の性教育】

【男女の距離感】などであり、支援プログラムに繋げているケースもあります。「どんな

に素晴らしい実践をしても、記録に残さなければ意味がない。」と、初めて私が配属され

た当時の園長が仰られており、現在の学園運営計画書にも明記されています。とは言いな

がらも、記録作成にかかる事務量は負担であり、半期のまとめを数日で作成し、添削さ

れ、何度も修正をお願いすることがありました。ある寮長から「過去のものを添削するの

は時間の無駄であり、本来であれば、次期の支援を考えることに今は力を注ぎたい。」と

話があり、寮職員の負担軽減になるためにはどうすれば良いか考えていた私にもスッと入

ってきました。 
そこで、よりよい記録を残すためにも、子ども達の支援プログラム一覧をパソコン付近

に掲示してもらい職員で共有を図り、現在は、長年使用していた書式から新書式の改修に

着手中です。年度末には職員の負担軽減が実感できるといいなと思っています。   
施設の敵は、『マンネリ』とも運営計画書の基本方針に明記されています。ルールが変

わらなければ、毎日の生活はワンパターンになりがちで、トラブルがなければ、落ち着い

た１日だったと捉えがちです。そのため、今年度は各寮から、数名の子ども達も改革委員

として選出してもらい、担当職員と一緒に学園のルールを見直しました。すると、“挨

拶・返事はしっかりする”“暴力は絶対にしない”“他人のプライベートゾーンをさわら

ない”“地域の人と仲良くする”がルールに残り、他は職員用ガイドブックになってしま

いました。今は、寮のルールを寮長達と改革委員で見直し中です。各寮で生活している子

ども達にとって安全安心なルールを目指しています。     ≪主任 後藤正一≫ 
        

脱！マンネリ 



 
今年、新型コロナウイルス感染症の流行により、学園でもいろいろな予防や対策をして

きました。その中の、いくつかの取り組みについて紹介させていただきます。  
≪学園全体において≫ 
◇園児・職員の手洗い・うがいの徹底 
◇園児の起床時と下校後の検温・健康チェック 
◇職員の出勤時の検温・健康チェック 
◇来園者の検温・健康チェック 
◇学校登校時や外出時のマスクの徹底 
◇送迎時の手指消毒・送迎車の消毒 
◇こまめに換気を行う  

≪日中一時支援・短期入所において≫ 
◇毎日の室内の清掃・消毒 
◇室内のこまめな換気 
◇おもちゃ・用具などの定期的な消毒 
◇利用児の検温・健康チェック 
◇利用児のマスク着用 
◇利用児送迎時の保護者と健康状況を確認  
安心して保護者の皆さんにお子さんを預けてもらえるように、また、子ども達が安全に

落ち着いて過ごせるように、今後も職員一同、感染症対策を徹底していきたいと思いま

す。   
 

 子ども達が、毎年楽しみにしている年に１回の園児旅行。例年は，数グループに分かれ

て、ディズニーや富士急ハイランドなどと県外に遊びに行っていましたが、今年は、新型

コロナウイルス感染症の拡大に伴い県外への旅行は断念。日程や旅行先について検討を重

ね、『富士サファリパーク』と『裾野市運動公園』に全員で行ってきました。 

 バスの中からでしたが、ライオンや熊など普段見られない動物を間近で見ることができ

て子ども達は大興奮でした。また、運動公園では、大きなローラー滑り台があり、子ども

達同士や職員と一緒に滑ったりと、何回も滑りに行き楽しむ子もいました。 

 

 

 

 

 

 

 

🚌園児旅行🚌 ふじやま学園のコロナ対策 
子ども達用に、女性職

員さん達が、マスクを

作ってくれました☆彡  



現在、高校生３名、中学生４名、小学生８名の男児 1５人がいます。今年度は友達との

関わりが増え、一緒に遊ぶ機会が多くなりました。今回はふじ寮の遊びを紹介したいと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    (ふじ寮) 

ふじ寮の紹介 ～子ども達の遊び～ 
寮内でのあそび 

一人ひとり自分のおもちゃ箱があり、自由時間になると

自分の箱のおもちゃを使ったり、寮にあるレゴブロックや

絵本、塗り絵などで遊んでいます。また、将棋を友達とや

ることもあります。勝負になると負けた悔しさから怒った

り、トラブルになることもありますが、これも大きくなる

為には必要な経験！どうすれば良かったのか一緒に考えた

り、アドバイスをしています。 

地域交流室でのあそび 
テレビ番組の「逃走中」にはまっており、ごっこ遊

びとして楽しんでいます。ハンター役、逃げる役など

中学生のお兄さんが仕切り、遊びを盛り上げていま

す。また、職員と一緒にテニスやカラーボールでの野

球などボール遊びも大好きです。 

外でのあそび 
 園庭では、自転車に乗ったり、遊具で遊んでいま

す。グランドに行く時は、サッカーや野球を職員と一

緒に楽しんでいます。昨年は虫を怖がっていた子もい

ましたが、友達が楽しそうに虫探しをしている姿を見

て、一緒に夢中になって虫探しをしています。虫と関

わる中で、「優しく触ってあげなきゃ死んでしまう」

など子ども達の気付きを大切にしていき、命の大切さ

について考えたり感じていけたらいいなと思います。 

★遊びから学ぶことはたくさん★ 
  友達との関わり方、体の使い方など経験できることがたくさんあります。 

一緒にいろいろなことを経験し、楽しみながら学んでいけたらと思います。 



 オセロ・囲碁・人生ゲ   ームなど、ボードゲー    ムを、たくさん出して、  みんなで楽しんだよ✌  

   

 今年は、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、面会や帰宅が制限されてしまった

り、外出や外泊ができなくなってしまったり…と子ども達にとっては、悲しい夏休みのス

タートとなってしまいました。しかし、学園の中でも夏を感じ、楽しい夏休みを過ごして

ほしいと思いいろいろな行事を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

ふじやまの夏休み🍉 
水風船を投げ合い、皆

でびしょびしょになり

ながら楽しみました✨ 
くすの木学園の職員さんが、綿菓

子屋さんをしてくれたよ。ヨーヨ

ーももらって、プチ夏祭り気分♬  各寮で、夏の打ち上げを 
やったよ。普段は食べれ

ないお店の料理を頼んだ

り、お寿司を食べたよ。

つつじ寮は、ＢＢＱをし

たよ😋楽しかったよ～♪ 


